
1.　Pixlr Editor

　近年，ワープロソフトや表計算ソフト，スケジュール管
理ソフトなどのさまざまなアプリケーションがWebブラ
ウザー上で利用可能です．このような Web アプリケー
ションは，パソコンへのインストールを必要としないた
め，インターネットへの接続環境があれば手軽に利用でき
ます．
　本稿では，画像の編集を行うための Web アプリケー
ションである Pixlr Editorを紹介します．Pixlr Editorはア
プリケーションのインストールはもちろん，ユーザー登録
も不要で，以下の URLにアクセスすればすぐに利用できま
す（http://pixlr.com/editor/）．ただし，Adobe Flash Player

がインストールされている必要があります．ちなみに
Pixlrは日本語では，「ピクスラー」と表記されることが多
いようです．
　Pixlr Editorは，Webブラウザー上で利用可能でありな
がら，写真上の不要な部分を消去するのに使用するスポッ
ト修復ツールや，画像やテキストを重ね合わせるのに使用
するレイヤー機能なども兼ね備えており，非常に多機能で
す．また，キーボードショートカットや履歴機能にも対応
しており，ストレスなく利用できます．

2.　Pixlr Editorでランダムグリッド

　一般的な写真の修正などの使用例は，検索エンジンで見
つかるWebサイトや FAQ（http://pixlr.com/faq/）を参照
していただくとして，本稿では Pixlr Editorの使用例とし
て，フィルター機能やレイヤー機能を用いたランダムグ
リッド 1）とよばれる画像の暗号化手順を解説します．
　ランダムグリッドは，複数の暗号画像（シェア画像）を
透明フィルムなどに印刷し重ね合わせることで秘密の画像

が浮かび上がる暗号化手法です．2枚のシェア画像へ分散
する際の暗号化手順は，以下のようになります．1枚目の
シェア画像では，各画素の値（白または黒）をランダムに
決定します．2枚目のシェア画像では，秘密画像が白の画
素に対応する場合は 1枚目のシェア画像と同じ色に，黒の
画素に対応する場合は白黒を反転した色に決定します．
　Pixlr Editorでランダムグリッド画像を作成し，秘密画
像を復号するための流れは以下の通りです．まず，1枚目
のシェア画像（ランダムパターン）を作成します．秘密画
像の白黒を反転し，1枚目のシェア画像との差分画像を生
成することで 2 枚目のシェア画像を作成します．2 枚の
シェア画像を重ね合わせて乗算することで，秘密画像を復
号します．
　具体的な処理手順を図 1に示します．左端の画像は，各
手順において生成・表示される画像を示しています．作成
された 2枚のシェア画像を OHPフィルム等に印刷して，
重ね合わせれば光学的な復号も可能です．

3.　おわりに

　デスクトップアプリケーションと比較すると，物足りな
いところや，独特の癖はありますが，ちょっとした画像編
集を行うには十分な機能を備えているといえます．特に，
自由にアプリケーションをインストールできない環境にお
いて非常に有用です．覚えておくと役に立つことがあるか
もしれません．

（静岡大学　生源寺　類）
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図 1　Pixlr Editorを利用したランダムグリッド画像の生成手順．左端の画像は，各手順における表示画像．
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